
Webex： 
場所を問わずシームレスな
コラボレーションを実現
アイデアが育まれる環境を創出 

シンプル、セキュアかつ 
インテリジェントなコラボ 
レーションを実現。 
デスクトップから役員 
会議室まで場所を選びません。

デスク 

ハドルルーム 

アイディエーションルーム 

役員会議室 

オフィスや自宅にあるデバイスなど、Webex サービス全体を可視化するの
が Webex Control Hub。ワークスペースに関する豊富な情報を提供し、
最高のコラボレーション環境を実現します。

Webex デバイス製品はすべて、Webex 
アプリや Webex Calling、日常的に利用
している生産性ツールとスムーズに連携
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Webex デバイスは、クラウド接続のオペレーティ
ング システムである RoomOS を基盤とします。
ワークスペースやデバイスを問わずシームレスな体
験を提供し、インスピレーションを生むチームコ
ラボレーションを実現します。

自社に最適な 
スペースを設計

各種のツールが統合された、インテリジェントなワーク
プレイスを Webex により実現できる仕組みとは？

オフィスでの一日

Webex Desk 

• 一瞬で参加可能：予定されている会議が画面に通知。
ワンタッチで参加可能です。

• 高画質・高音質：チームの発言がクリアに聞こえ、や
り取りもスムーズに。

• ノイズの検出と抑制：周囲の余計な雑音をカットし 
ます。

• デジタルホワイトボード：チームの進捗状況について
リアルタイムで情報を収集できます。

• 多様な会議サービスに対応：クライアントが Webex 
以外の会議サービスを使う場合でも、ワンタッチで
参加可能。Webex Room Kit Mini のカメラやスピー
カー、オーディオをそのまま活用できます。

• インテリジェントビュー：室内のどこにいても、発言
中の人物に常にフォーカスします。

Webex Room Kit Mini 

• 強力な統合：Webex を含めた多様な会議サービス
に、瞬時に参加可能。豊富な生産性向上ツールも 
Web アプリとして使えます。

• コラボレーション：デザインファイルにメンバー間でコ
メントを記入可能。デジタル付箋も利用できるほか、
今後の改良に備えたモックアップも作成できます。

• あらゆるデバイスから参加可能なホワイトボード：ホ
ワイトボードはアクティブペンに対応するほか、あらゆ
るデバイスからも参加可能。ミーティングスペースの
内外から、メンバー全員によるコラボレーションが実
現します。

Webex Board Pro 

• 臨場感のあるエクスペリエンス：最高品質のエクスペ
リエンスにより、参加者全員が同じ室内にいるように
感じられます。

• 指向性マイク：マイクの位置を気にせず、対面と同じよ
うに話せます。

• コンテンツ専用画面：対面と変わらない臨場感でリ
リースプランを共有できます。

Webex Room Panorama

Webex Desk Hub 

• スペースをパーソナライズ：スマートフォンをドッキン
グさせるだけで、共有スペースがパーソナルデスクに。
個人のカレンダーが表示され、ワンタッチで会議に参
加できます。

• デスクトップ コラボレーションハブ：モニターと USB 
Web カメラに瞬時に接続します。

• デバイスのペアリングと充電：スマートフォンとヘッド
セットがペアリングされ、充電されます。

• Webex Assistant：音声だけで会議への参加や制御
が可能です。

役員会議室 
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次回リリースの最新情報を報告するため、山田さんはチームメイトも 
交えてシニア VP と面談します。

UX チームとの会議では、アプリデザインの改良方法の 
アイディアを共有します。

クライアントとの会議後、山田さんは、フリーアドレスの 
デスクでアクション項目を確認します。

Microsoft Teams でミーティングの招待を受けた後、企画チームはクライアントとの 
ブリーフィングに備えて、ハドルルームに向かいます。

一日の始めに、山田さんはまず優先業務を決め、チームとの 
進捗会議に参加します。

https://www.webex.com/collaboration-devices.html

